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高齢 者 問 題研 究No81992,93～109

道東地域 に居住する在宅高齢者の

健康 ・生 きがい ・基礎体力 に関す る研究
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Abstract

Seniorcitizensover60yearsofagewhohavebeenlivingintheEastcountryofHokkaidowere

askedtocompletequestionnairesabouttheirpresenthealthandmorale.Thehealthandmorale

levelswereevaluatedbythesamemethodusedinourpreviousstudy.Dependinguponboththe

healthandmoralelevels,thecitizenswereassignedtooneofthreegroupsA(high),B(medium)or

C(low>.Ahighstateofmoraleandhealth(groupA)wasobservedfor23%ofthemalesand21%

ofthefemalecitizens,whilelowlevelswereindicatedfor14%ofthemalesand27%ofthe

females(groupC).Theremaining63%ofthemaleand52%ofthefemalepopulationbelongedto

groupB.

Wecomparedthedistributionamongthesegroupswiththoseinourpreviousstudyonthemem-

bersoftheassociationofSapporo.PercentagefiguresforgroupAwashigherandgroupCwas

lowerthanthoseofthemembersoftheseniorcitizensassocitioninSapporo.

Physicalfitness(vitalcapacity,gripstrengthandsquattimes>wasmeasuredandcomparedbe-

tweengroupAandgroupC.Physicalfitnesslevel,especiallysquattimes,wasobservedtobe

moreexcellentingroupAthaningroupC.TheoverallleveloftheseniorcitizensintheEast

countryissimilartothatofthemembersofSapporo.
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****標津 町役場*****札 幌学院大学
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一93



高 齢 者 問 題 研 究No.81992

4

ThepedNstriannumbersperday,measuredbyuseofapedometerduringJune,JulyandAugust,

oftheseniorcitizensintheEastcountryofHokkaidoweresimilartothoseofthemembersof

seniorcitizensassociationinSapporo.

Fromtheseresults,thelifestyleoftheseniorcitizensintheEastcountryofHokkaidomightin-

cludesomethingwhichimprovehealthandmoralelevelsmorestronglythanthoseofagedpeople

inSapporo.

1.緒 言

すでに我々は札幌市S地 区に在宅する男女高齢

者(石 田 ら1986aと1986b,森 谷 と福地1988,

MoriyaandFukuchi1990),江 別市の高齢者 スポ

ーツ健康教室に参加する男女(森 谷 ら,1990),

札幌市の老人クラブ会員(森 谷ら,1991)を 対象

にして,生 活 と健康 と生 きがいに関する質問紙調

査,並 びに基礎体力 ・日常行動量の測定 を行って

きた。その結果,健 康 と生 きがい感に恵まれて老

年期 を過ごすためには,個 人に与えられた身体的

・精神的 ・社会的諸条件 を,若 い時期から充分 に

活用 して生活することが重要らしいと推測できた。

さらに健康で生きがい感 に恵まれて暮 らしている

高齢者は,日 常生活が活動的であり,基 礎体力の

高い傾向が認められた。江別市のスポーッ健康教

室や札幌市の老人クラブは,高 齢期 を迎えた人々

の健康や生きがい感に寄与 していると推測 された。

上述 した研究は,札 幌市や江別市 という都市部

に住む高齢者を対象 としたものであった。一方農

業 ・漁業地域に住む高齢者の生活 ・健康 ・生きが

い感 ・基礎体力を調査 ・測定 し,都 市部のそれ と

比較することは有意義であり,健 康 と生 きがい感

に恵 まれた老年期の達成要因をさらに明らかにし

てい くうえで意味 をもつ と考 え,本 研究 に着手 し

た。

2.研 究方法

農業 ・漁業 を主産業 とする北海道東部の,野 付

郡別海町,標 津郡標津町,目 梨郡羅臼町の高齢者

を対象 とした。「高齢者 の方の生活 ・健康 ・生 き

がいに関するアンケー ト」の対象者選定は以下の

方 法 に よ っ た 。 別 海 町 で は,70歳 代 男 女 の 住 民 票

に よ って 長 期 入 院 中 の 人 を除 い た945名 か ら297名

(男性136名,女 性161名)を 無 作 為 に選 ん だ。 ま

た標 津 町 で は2つ の 老 人 ク ラ ブ会 員 か ら50名(男

性25名,女 性25名)を 普 段 の ク ラ ブ活 動 に 出席 の

良 い 人 達 と して 選 ん だ 。 羅 臼 町 で は 町 内 老 人 ク ラ

ブ連 合 会 会 員 名 簿 を も とに して,9ク ラ ブ391名

中209名(男 性104名,女 性105名)を 無 作 為 に選

ん だ 。 こ れ らの対 象 者 に1991年5月 に 郵 送 で ア ン

ケ ー ト用 紙 を送 付 し,記 入 後1週 間以 内 に 同封 の

封 書 で 返 送 して も ら っ た 。 ア ンケ ー ト回 収 率 は,

別 海 町68%,標 津 町92%,羅 臼 町63%で あ り,全

体 で は556通 の発 送 中380通(男 性200,女 性180)

が返 却 さ れ,回 収 率68%で あ っ た。

ま た1991年8月 に 別 海 町 保 健 セ ン タ ー で41名

(男性18名,女 性23名),標 津 町 老 人 ク ラ ブ会 館 で

34名(男 性10名,女 性24名),羅 臼 町 老 人福 祉 セ

ン タ ー福 寿 園 で68名(男 性12名,女 性56名)の 合

計143名(男 性40名,女 性103名)の 基 礎 体 力 測 定

を行 っ た 。 測 定 項 目は,身 長,体 重,安 静 時血 圧,

肺 活 量,握 力,膝 曲 げ 運 動,体 脂 肪 率 で1人 の 測

定 に要 した 時 間 は約20分 で あ っ た 。 血 圧 は デ ジ タ

ル血 圧 計(オ ム ロ ン,HEM-68)で,肺 活 量 は

肺 活 量 計(チ ェ ス ト,マ イ ク ロ ス パ イ ロHI298)

で,握 力 は ス メ ドレー式 握 力 計(五 十 嵐 医 科 工 業)

で,膝 曲 げ 運 動 は20秒 間 に膝 をで きる だ け 深 く曲

げ,た だ ち に も との 姿 勢 に戻 る動 作 を で きる だ け

速 く行 い,そ の 回 数 を数 え た(東 京 都 立 大 学 身 体

適 性 学 研 究 室,1970)。 ま た体 脂 肪 率 は バ イ オ イ

ン ピー ダ ン ス法 に 基 づ い た体 脂 肪 率 計(ラ イ ト社,

SIF-891)に よ っ た。 肥 満 度 は体 重 と身 長 の

値 か らBrocaの 桂 変 法 に よ っ て算 出 した 。 肥 満 度

釦
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表1ア ンケー ト回答者 の年齢分布
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(%)=実 測 体 重,kg,/標 準 体 重,kg,×100,標 準

体 重,kg,=(実 測 身 長,cm,-100)×0.9で あ る 。

さ ら に3町 の 高 齢 者46名(別 海 町男 性12名 と女

性11名,標 津 町 男 性2名 と女 性12名,羅 臼 町 男 性

6名 と女 性3名,3町 全 体 で 男 性20名 と女 性26名

に1991年6月 か ら8月 まで の3ヶ 月 間 万 歩 計(リ

ズ ム時 計,電 子 歩 数 計TD290HC)を 装 着 して,

毎 日の 歩 行 記 録 をつ け て も ら っ た 。

我 々 の 先 行 研 究(石 田 ら,1986aと1986b,

Moriya&Fukuchi1990,森 谷 ら,1990と1991)

に な ら っ て,調 査 した 高 齢 者 を健 康 と生 きが い に

恵 ま れ グ ル ー プ(グ ル ー プA)と 恵 ま れ な い グ ル

ー プ(グ ル ー プC)の2グ ル ー プ と
,こ れ らの ど

ち ら に も入 ら な い 中 間 グ ル ー プ(グ ル ー プB)の

計3グ ル ー プ に分 け て,各 グル ー プ の 人 々 の 生 活

状 況,健 康 状 況,基 礎 体 力 の 比 較 を行 い,そ の 特

徴 を抽 出 す る こ と を意 図 した 。

3.結 果

(1)ア ン ケ ー ト回 答 者 の特 性

ア ンケ ー ト回 答 者(男 性200名,女 性180名)の

平 均 年 齢 は男 性74歳,女 性72歳,全 体 で73±0.21

(平 均 値 ±標 準 誤 差)歳 で あ っ た。5歳 年 齢 階 級

で み た男 女 の 年 齢 分 布 を表1に 示 し た。 男 性 で は

62歳 か ら85歳 ま で の分 布 で,最 大 分 布 は70-74歳

の100名(50%)で あ っ た 。 女 性 で は62歳 か ら80

歳 ま で の 分 布 で,最 大 分 布 は70-74歳 の79名

(44%)で あ っ た。 男 性159名 のBrocaの 桂 変 法 に

よ る 平 均 肥 満 度 は105.9±1.17%で あ り,最 大

155%か ら最4「66%の 分 布 で あ った 。 一 方 女 性128

総糊撒羅齢 搬

の肥満度分布 を図1に 示 した。

(2)道 東 地 域 在 宅 高 齢 者 の 生 活 状 況

(2-1)同 居 家 族

ア ンケ ー ト回 答 者 の 平 均 同 居 人 数 は4.4±0.11

人 で あ り,1人 暮 ら し30名(8%),2人 暮 ら し

86名(23%),3人 暮 ら し40名(11%),4人 暮 ら

し25名(7%),5人 暮 ら し46名(12%),6人 暮

ら し79名(21%),7人 暮 ら し56名(15%),8人

暮 ら し8名(2%),9人 暮 ら し6名(1.6%)で

あ った 。 表2に 示 す よ うに配 偶 者 と同居 して い る

者 は246名(65%),子 供 と同 居 して い る者 は256

名(67%),子 供 の 配 偶 者 と は236名(62%),孫

との 同居 は210名(55%)で あ っ た 。

(2-2)余 暇 時 間 の 過 ご し方

テ レ ビ ・ラ ジ オ視 聴 の1日 あ た り平 均 時 間 は男

性3時 間55分,女 性3時 間45分,全 体 で は3時 間

50分,読 書 の1日 あ た り平 均 時 間 は男 性 で1時 間

26分,女 性 で58分,全 体 で1時 間13分 で あ っ た。

デ レ ビ ・ラ ジ オ番 組 で 好 ん で 視 聴 さ れ て い る も の

は,3つ 以 内 の複 数 回 答 の結 果,ニ ュー ス が1位

で,2位 が ドラマ,3位 が ス ポ ー ッ,4位 が ク イ

ズ で あ っ た 。次 で 映 画,教 養 ・趣 味 に 関 す る講 座,

音 楽 番 組 の 回 答 が 多 か った 。 また複 数 回 答 に よ る

読 書 内 容 で は,1位 が新 聞 で,2位 が 生 活 ・実 用

・趣 味 の 本
,3位 が 月(季)刊 誌,次 で 週 刊 誌,文

学 ・芸 術 書 の 回 答 が 多 か っ た。 趣 味 活 動 を行 な っ

て い る と答 え た 人 は167人(54%)で,行 な っ て

い な い 人145人(46%)よ り多 か っ た 。 複 数 回 答

に よ る趣 味 活 動 の 内容 で 多 い もの は,庭 づ く り76'

人,ゲ ー トボ ー ル17人,和 ・洋 裁 ・編 物14人 で あ
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図1道 東在宅高齢者 の肥満度分布

(肥満 度(%)の 計算 はBrocaの 桂変法 によった。詳細 は本文 に記述。)

表2同 居者

夫または妻 子 供 子供の配偶者 孫 父 親 母 親 その他

人

%

246

64.7

256

67.4

236

62.1

210

55.3 3

民
」

1
⊥

4

り
0

り
δ

1

8

7
σ

-
↓

り,他 に は書 道,歌 唱,華 道,お ど りな ど多 様 な

趣 味 活 動 が あ げ ら れ た 。 ま た習 い事 を して い る と

答 え た 人 は66人(22%)で,し て い な い 人240人

(78%)よ り少 な か っ た。 習 い事 で 多 く記 載 さ れ

た 内 容 は書 道14人,大 正 琴9人,ゲ ー トボ ー ル6

人,歌 唱6人 で あ り,そ の 他 に 多 様 な 内容 が あ げ

られ た の は 趣 味 活 動 と同 様 で あ った 。 習 い事 の た

め に 自宅 外 に 出 か け る 人 が67%で,習 い事 の 月 あ

た り回数 は1～9回 に分 布 して い た が,月3,4

回 程 度 が 最 も多 く49%で あ っ た 。 回 答 者 の う ち老

人 ク ラ ブ の 会 員 は272名(75%)で あ っ た。 会 員

の うち例 会 な どの行 事 に い つ も参 加 す る と答 え た

人 が148名(57%),時 々74名(28%),休 み が ち

39名(15%)の 順 で あ っ た 。
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表3最 終学歴

尋常小学校 高等小学校 旧制中学 師範学校 新制高等学校

旧制高等女学校 旧制高専 ・大学

新制大学 その他
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表4現 在の健康状態
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駈

(2--3)最 終 学 歴 と長 く従 事 した職 業

最 終 学 歴 の分 布 を表3に 示 した が,尋 常 小 学 校

183人,高 等 小 学 校134人,旧 制 中学 ・高 等 女 学 校

38名 で あ った 。 ま た10年 以 上 従 事 した職 業 で 多 い

もの は,農 ・林 ・漁 業237人(57%),自 営 業71人

(17%),勤 務(事 務 ・専 門 職)32人(8%),勤

務(技 能 ・現 業 職)32人(8%)の 順 で あ っ た 。

10年 以 上 の 職 業 に つ い た こ と の な い 者 は22人

(5%)に 過 ぎな か っ た 。

(2-4)現 在 の 職 業 と収 入

現 在 も仕 事 を して い る 人 は,143人(38%)で

自営 業104人,常 勤 務7人,非 常 勤32人 で あ っ た 。

171人(46%)の 人 が 仕 事 を や め て お り,現 在 収

入 の あ る仕 事 を して い な い人 が230人(62%),た

ま に手 伝 う程 度 の仕 事 を して い る 人 が29人(8%)

で あ った 。 回 答 者 の 収 入 源 と して 最 も多 くあ げ ら

れ た もの は年 金 で343人(90%),次 で勤 労 収 入 が

138人(36%),次 で 動 産 ・不 動 産 収 入23人(6%)

で あ っ た。

(3)道 東 地 域 在 宅 高 齢 者 の 健 康 状 態

自覚 的 健 康 状 態 に対 す る 回 答 の分 布 を表4に 示

した 。 「普 通 」152名(50%),「 良 い 」46名(15%),

「非 常 に良 い」18名(6%)に 対 して
,「 や や 不 良」

61名(20%),「 不 良」30名(10%)で あ っ た 。 心

身 症 状 と して 訴 え の 多 い項 目 と して は,「 疲 れ や

す い」に 「は い」と 「時 々 」で241人(回 答 者 の82%),

「夜 中 に トイ レ に行 く」 に 「は い」 と 「時 々」 で

272人(80%),「 腰 が痛 む 」 に 「は い」 と 「時 々」

で241人(71%),「 耳 が 遠 く な っ た 」 に 「は い 」

と 「時 々」 で213人(63%),「 肩 こ りす る 」 に 「は

い」 と 「時 々」で186人(58%),「 便 秘 す る」 に 「は

い」 と 「時 々」 で178人(54%),「 少 しの こ とで

息 切 れ す る こ とが あ る」 に 「はい 」 と 「時 々 」 で

136人(43%),「 い ら い らす る こ とが あ る 」 に 「は

い」 と 「時 々」 で132人(43%),「 た んが か らむ 」

に 「は い 」 と 「時 々 」 で129人(40%),「 ち ょっ

と した こ とで か っ と な る」 に 「は い」 と 「時 々」

で115人(39%),「 くよ くよ す る こ とが あ る」に 「は

い 」 と 「時 々」 で113人(37%)で あ っ た 。

心 身 の健 康 度 を表 すHHI得 点 の平 均 値 は男 性

で35.6±0.61点(N=124),女 性 で38.5±0.86点

(N=102),全 体 で37.1±0.52点(N=226),分

布 は男 性 で24点 か ら59点,女 性 で26点 か ら65点 で

あ っ た。HHI得 点 の分 布 を男 女 あ わ せ て 図示 し

た(図2)が,得 点 の低 い方(=健 康 度 の 高 い方)

に ピ ー・一一・クが 認 め ら れ,中 央 値 は36点 で あ っ た 。現

在 病 気 で 医 者 に か か って い る人 は250名(70%)で,

か か っ て い な い 人106名(30%)よ り非 常 に多 か
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図3道 東 在 宅 高 齢 者(男 女)のPGM得 点 度 数 分 布

っ た。

日常 的 に 健 康 法 を 実 施 して い る と答 え た 人 は

169名(51%),し て い な い 人 は164名(49%)で,

ほ ぼ 同程 度 で あ っ た。 健 康 法 の 内容 と して あ げ ら

れ た の は,ヨ ガ ・大 極 拳 ・体 操 ・散 歩 ・庭 仕 事 ・

ス キ ー ・水 泳 ・ゲ ー トボ ー ル な どに お け る 身体 活

(運)動 が 多 く72名(43%),次 い で 食 事 や栄 養 剤

補 給 な どが46名(27%),睡 眠 を 十 分 と る10名

(6%)で あ った 。(健 康 法 と して実 践 して い る 活

動 を1人 で2種 類 以 上 あ げ た人 で は,最 初 の1つ

の み を集 計 した)。

(4)道 東地域在宅高齢者の生きがい感

生 きがい感の程度 を表すPGM得 点は男性で20

点 か ら54点 の 問 に分 布 し,女 性 で20点 か ら56点 に

分 布 した 。 平 均 得 点 は 男 性 で30.5±0.62点(N=

137),女 性 で32.3±0.74点(N=118),全 体 で

31.3±0.48点(N=225)で あ っ た。PGM得 点

の 分 布 を図 示 した(図3)が,得 点 の 低 い方(即

ち生 きが い 感 の 高 い方)に ピー クが あ り,中 央 値

は30.0点 と男 女 のPGM得 点 の平 均 値 よ り低 い 値

で あ っ た 。20項 目の 生 きが い感 テ ス トの 中 で,特

に訴 え の 多 か っ た生 きが い感 の低 い 内 容 と して は,

「歳 を とる に つ れ て 役 に 立 た な い 人 間 に な っ て き

て い る よ う に思 う」 に対 して 「は い」 と 「時 々」

で153人(49%),「 歳 を と る につ れ て 遠 出 す る の

が お っ くう に な って い る」に対 して 「は い」 と 「時

々」 で220人(67%),「 去 年 よ りず っ と元 気 」 に
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対 して 「い い え」 と 「時 々 」 で238人(73%),「 今,一

か ら だ の 具 合 い は 良 い と思 う」に 「い い え」と 「時

々」 で156人(48%)で あ っ た 。 一 方 生 きが い 感

の高 い 内容 と して は,「 時 々 孤 独 な感 じが す る」

に対 して 「い い え 」 が199人(64%),「 今 年 は以

前 に 比 べ て さ さい な こ とで悩 む こ とが 多 い 」 に対

して 「い い え」 が205人(68%),「 人 生 は生 きる

に 値 しな い もの だ と感 じる こ とが あ る 」 に対 して

「い い え」 が221人(74%) ,「 暇 な 時 間 が 多 くて 退

屈 して い る 」 に対 して 「い い え」 が235人(74%),

「今
,若 か っ た時 と同 じ くら い幸 せ 」 に対 して 「は

い」 が206人(64%),「 お 金 の こ とで 心 配 す る こ

とが な い 」 に対 して 「は い 」 が209人(63%),

「毎 日の 生 活 に と って も生 きが い を感 じ る」 に対

して 「は い 」 が219人(68%),「 友 人 や 身 内 の 者

と う ま くや っ て い る」 に対 して 「は い」 が287人

(84%)で あ っ た。

(5)道 東 地 域 在 宅 高 齢 者 の 基 礎 体 力

基 礎 体 力 を測 定 した高 齢 者 は,別 海 町 で 男 性18

名(60-一 一一85歳),女 性23名(61-85歳)計41名 。

標 津 町 で 男 性11名(64-81歳),女 性23名(65-

78歳)の 計34名 。 羅 臼 町 で 男 性12名(65-84歳),

女性56名(58-86歳)の 計68名 。3町 で男性41名

(60-85歳),女 性102名(58-86歳)総 計143名 で

あった。このうち別海町では保健セ ンターの呼び

かけに応じて参加 した町民 を対象とし,標 津町で

は二つの老人クラブの協力で参加 した会員を対象

とし,羅 臼町では町社会教育事業 とタイアップし

て企画 し,当 日参加 した全町の町民を対象として,

それぞれ基礎体力測定を行 った。表5と 表6に 各

町男性 と女性の基礎体力値 を示 した。あわせて3

町全体の平均値 と札幌市老人クラブ会員の平均値

を示 した。本表 に見るように道東地域の男性の基

礎体力は3町 間に特に大 きな違いはな く,3町 全

体 として見たときにも札幌市老人クラブ会員のそ

れとほとんど差が認められなかった。敏捷性 ・平

衡性 を伴った運動機能の指標である膝曲げ運動の

みに有意差があり,道 東地域 の男性10.7±0.4は

札幌の男性13.9±0.6よ り小 さかった。 また有意

差 にはならないが筋力の指標である握力に,道 東

地域の男性 は札幌の男性 より高い傾向が認められ

た。女性の基礎体力でも3町 の問に大きな違いは

なく,3町 全体 として見た時握力は道東地域の高

齢者が札幌のそれより高い傾向であった。一方膝

曲げ運動回数では,道 東地域高齢女性で札幌市老

表5道 東地域在宅男性高齢者の基礎体力

別 海 町

(N=18)

標 津 町

(N=11)

羅臼町 道東3町 全体 札幌全体老人 クラブ

(N=12)(N=41)(N==33)

年 齢(歳)

身 長(cm)

体 重(kg)

肥 満 度(%)

体脂肪率(%)

最高血圧(mmHg)

最低血圧(mmHg)

平均血圧(mmHg)

脈拍(回/分)

71.6±1.5

159.7、 ±1.4

63.6±1.8

118.8±2.9

22.7±0.9

151.6±5.2

83.0±5.5

105.9±4.8

74.9±3.0

73.5±1.6

160.1±1.4

55.6±2.8

102.6±3.7

21.8±1.0

150.0±7.0

85.1±4.5

106.7±4.5

73.2±3.3

74.7±1.5

158.1±1.7

59.2±4.1

113.5±6.9

20.1±1.2

136.0±7.6

76.7±4.5

96.4±4.8

70.5±2.6

73.2±O.9

159.2±0.9

60.2±1.7

113.3±2.7

21.8=±=0.6

147.2±3.8

81.5±2.9

103.4±2.8

73.4±1.7

72.2±0.9

158.9±1.2

59.4±1.4

112.3±2.7

142.2±2.7

79.5±2.1

100.4±1.8

76.9±2.7

平 均 握 力(kg)36.9±1.333.1±2.1

肺 活 量(me)2591±1642763±137

膝 曲 げ運動(回/20秒)9.6±0.69.7±1.3

33.6±1.634.9±0.9

2573±1982629±100

12.3±0.610.7±0.4

(N=40)

32.3±1.1

2722±83

13.9±0.6

注.平 均値 ±標準誤差,N=被 検者 数(膝 曲げ運動 は膝障害のため実施 で きない人 を除いた),札 幌市老人 ク

ラブの値は森谷 ら(1991)に よった。
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表6道 東地域在宅女性高齢者の基礎体力

別海町

(N=23)

標津町

(N=23)

羅臼町 道東3町 全体 札幌全体老人 クラブ

(N=56)(N=102)(N・=72)

年 齢(歳)

身 長(cm)

体 重(kg)

月巴 ぞ黄 度(%)

体脂肪率(%)

最高血圧(mmHg)

最低血圧(mmHg)

平均血圧(mmHg)

脈拍(回/分)

72.0±1.370.8±1.0

145.8±1.5148.9±1.5

52.8±1.655.4±2.0

129.3±3.9126.8±3.7

32.3±1.332.8±1.3

133.7±4.2148.4±3.8

75.2±3.082.7±2.6

94.7±3.0104.6±2.8

73.7±2.478.4±2.5

72.0±0.8

146.1±0.7

55.2±1.2

133.5±2.5

29.8±1.1

139.1±2.8

79.5±2.0

99.4±1.8

76.2±1.5

71.7±0.6

146.7±O.6

54.7±0.9

131.1±1.9

31.0±0.7

140.0±2.0

79.3±1.4

99.5±1.4

76.1±1.1

71.6±0.6

146.1±0.6

51.9±0.8

125.8±1.9

142.5±2.5

80.6±1.8

101.3±1.7

82.1±1.8

平均握力(kg)

肺 活 量(㎡)

膝 曲げ運動(回/20秒)

22.0±1.3

1663±93

9.7±0.7

(N・ ・21)

20.5±0.8

1754±77

8.3±0.9

(N・19)

22.6±0.5

1637±60

12.8±0.4

(N=54)

22.0±0.5

1669±43

11.6±0.3

(N=94)

20.1±0.6

1748±54

13.5±0.3

(N=62)

注.平 均値 ±標 準誤差,N==被 検者 数(膝 曲げ運動 は膝障害 のため実施 で きない人 を除いた),札 幌市老人 ク

ラブの値は森谷 ら(1991)に よった。

表7道 東地域在宅高齢者(男女)の1日 あたり平均歩行数

平均年齢 6月 7月 8月

別 海 町

(n=23)

標 津 町

(n=13)

羅 臼 町

(n=9)

71

72

70

7824

十647

5111

±477

7635

±1785

零串

]
7235

±696

5333

±446

7273

±1631

±7111

]蔀

±5端

道東3町 全体

(n=45)

札 幌市 老 人 ク ラブ

(n・=32)

71

72

6844

±495

6971

±544

6766

±524

7265

±599

6758

±487

7494

±568

注.平 均値 ±標 準 誤 差,n=測 定 者 数,*P<0.05,

札 幌 市老 人 ク ラ ブの値 は森谷 ら(1991)に よ った。

P<0.01(studentのt検 定 に よ っ た),

人クラブ会員より小 さい傾向が認められた。

(6)道 東 地 域 在 宅 高 齢 者 の1日 あ た り歩 行 数

別 海 町 男 性12名(60-一 一77歳,平 均71歳),女 性

11名(65-82歳,平 均71歳),標 津 町男 性2名(74

と77歳),女 性11名(65-76歳,平 均69歳),羅 臼

町 男 性6名(65-80歳,平 均72歳),女 性3名(69,

71,74歳),総 計 男 性20名,女 性25名 に万 歩 計 を

装着 してもらい,1日 ごとの歩行数を求めた。月

ごとの1日 平均歩行数は少ない人で1,932歩 から,

多い人で20,784歩 とバラツキは大 きかったが,各

町の男女を合わせた平均1日 歩行数 を表7に 示 し

た。別海町の6月 と8月 の歩行数に比べて,・標津

町のそれは少なかったが,そ れ以外の差違は認め

られなかった。3町 の45名 を合わせた平均1日 あ

たり歩行数は札幌市老人クラブ会員32名 の同月の
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それとほぼ同程度 とみなせる値であった。

(7)健 康 と生 きが い感 に 恵 ま れ た グ ル ー プ(グ

ル ー プA)と 恵 ま れ な い グル ー プ(グ ル ー プ ,

C)の 特 微

グ ル ー プAはHHI得 点 が24点 以 上31点 以 下 で,

PGM得 点 が20点 以 上25点 以 下 の 人 々 か らな り,

健 康 で生 きが い感 に恵 ま れ て 日常 生 活 を過 ご して

い る幸 せ な高 齢 者 グ ル ー プ とみ な した 。 ま た グ ル

ー プCはHHI得 点 が40点 以 上68点 以 下 で
,PG

M得 点35点 以 上56点 以 下 の 人 々 か ら な り,健 康 に

恵 まれ ず 生 きが い 感 も不 足 して い る高 齢 者 グ ル ー

プ とみ な した 。 さ ら に グ ル ー プAとC以 外 の人 々

をAとCの 中 間 グ ル ー プ で あ る グ ル ー プBと した 。

グル ー プA,B,Cに 属 す る人 数 は,グ ル ー プ

Bが113人(58%)で 最 も 多 く,次 い で グ ル ー プ

A43人(22%),グ ル ー プC38人(20%)で あ っ

た が,各 グ ル ー プ の男 女 別 内 訳 を 図4に 示 した 。

男 性 に比 べ て女 性 で グ ル ー プAとBに 属 す る 人 の

割 合 が 小 さ く,グ ル ー プCに 属 す る 人 の 割 合 が 大

きか っ た。 また 年 齢 分 布 を表8に 示 したが,各 グ

ル ー プ の年 齢 分 布 に大 き な差 違 は見 ら れ な か った 。

グ ル ー プAとCの 同居 家 族 を比 較 す る と,一 人

暮 ら しの 人 が グ ル ー プAで9%に 対 し,Cで は

3%と 少 な く,配 偶 者 と同 居 して い る人 は グ ルー

プAで72%,Cで は63%%で あ った 。 ま た平 均 同

居 家 族 数 が グ ル ー プAで4.76人 に 対 し,Cで は

4.18人 と幾 分 少 な い傾 向 で あ った 。

現 在 は 退 職 して仕 事 を して い な い 人 が,両 グ ル

ー プ で ほ ぼ 同程 度 で
,グ ル ー プAで42%,Cで50%

で あ った 。 自営 ・常 勤 務 ・非 常 勤 ・そ の他 で 現 在

グ ル ー プB

68人

63.0%

男 性

ク ル ー ブA

25人

23.2%

グ ル ー プC

15人

13.9%

グ ル ー プA

18人

45人

23人

26.7%

女 性

図4道 東在宅高齢者のグループA,B,C分 布

も働 い て い る 人 は,グ ル ー プAで49%,Cで26%

と グ ル ー プAで 働 い て い る 人 が高 率 で あ っ た 。 グ

ルー プAとCの 人 の労 働 時 間 の分 布 に大 きな差 違

は認 め られ なか っ た。 グ ル ー プAで 勤 労 収 入 を得

て い る 人 が49%い る の に対 しグ ル ー プCで は26%

に過 ぎ な か った 。 また 両 グ ル ー プ と も,上 記 以 外

の 人 々 は 主 婦 で あ っ た(グ ル ー プAで9%,Cで

24%)。

最 終 学 歴 をみ る と,グ ル ー プAとCで 最 も多 い

の は尋 常 小 学 校 杢 で そ れ ぞ れ44と61%,次 で 高 等

小 学 校 卒35と31%で あ った 。 旧制 中 学,旧 制 高 女

表8グ ループA,B,Cの5歳 年齢階級別年齢構城

60～6465～6970～7475～7980～8485～89(歳)

」

グ ル ー プA
19191040(人)

(2.3)(20.9)(44.2)(23.3)(9.3)(0)(%)

グル ー プB
317563421(人)

(2.7)(15.0)(49.6)(30.1)(1.8)(1.8)(%)

グル ー プC
16131440(人)

(2.6)(15.8)(34.4)(36.8)(10.5)(0)'(%)
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表9グ ルー プAとCの1日 あたりテ レビ ・ラジオ視聴時間の比較

0～11～2*2～33～44～55～66～77～88～99～10(時 間)

0グ
ルー プA(0)

0612852201(人)

(0)(16.7)(33.8)(22.2)(13.9)(5.6)(5.6)(0)(2.8)(%)

グ ルー プC
10211742410

(3.1)(0)(6.3)(34.4)(21.9)(12.5)(6.3)(12.5)(3.1)(0)

)

)

人

%

(

(

注.*1～2の 場 合,1時 間 よ り大 き く,2時 間以 内 を意 味 す る 。

表10グ ループAとCの1日 あたり読書時間の比較

0～1'1～22～33～44～5(時 間)

518グ ルー プA

(13.5)(48.7)

1130

(29.7)(8.1)(0)

)

)

人

%

(

(

グ ルー プC
1213410

(40.0)(43.3)(13.3)(3.3)(0)

)

)

人

%

(

(

注.*O～1時 間 の場 合,0時 間 よ り大 き く,1時 間以 内 を意 味 す る 。

表11グ ループA,B,Cの 自覚的健康状態 の比較

非常に良い 良 い 普 通 やや不良 不 良

9グ
ルー プA(25

.0)

12

(33.3)

15

(41.7) )

0

∩
)

( )

∩
)

0(

)

)

人

%

(

(

グ ルー プB )ー

バ
7

・
4(

17

(17.5)

54

(55.7)

17

(17.5) )2

rO

・
5(

)

)

人

%

(

(

グループC
)

0

0( )

(
U

(
∪(

10

(29.4)

15

(44.1)

9

(26.5)

)

)

人

%

(

(

卒 で は グ ル ー プAの19%に 対 し グル ー プCで3%

で あ った か ら,幾 分 グ ル ー プAがCよ り最 終 学 歴

の高 い傾 向 に あ る とい え る か も しれ な い 。

グ ル ー プAとCの 生 活 状 況 を比 較 す る と,テ レ

ビ ・ラ ジ オ視 聴 時 間 は グ ル ー プAでCよ り幾 分 短

か い 傾 向 が 認 め ら れ た(表9)。 一 方,読 書 時 間

が 四 拾 五 入 して1時 間以 内 と答 え た 人 が グ ル ー プ

Aの14%に 対 し,グ ル ー プCで は40%に も達 した 。

全 体 と して グル ー プAでCよ り読 書 時 間 の 長 い傾

向 が 示 唆 され た(表10)。 趣 味 活 動 を して い る と

答 え た 人 が グ ル ー プAで51%に 対 し,Cで は36%

と少 な か った 。 習 い事 を して い る 人 が グ ル ー プA

で26%に 対 し,Cで は6%と や は り少 な か った 。

趣 味 ・習 い 事 の 内容 と して あ げ られ た活 動 は多 様

で あ った が,ゲ ー トボ ー ル,庭(花)づ く り,書

道,華 道 な どが多 く,両 グ ル ー プで きわ っだ っ た

違 い を認 め る こ とは で きな か った 。 また老 人 ク ラ

ブ加 入 率 は グ ル ー プAで79%,Cで70%と 大 きな

違 い は認 め られ な か っ た。 「街 に よ く出 か け ま す

か 」 と い う問 に グ ル ー プAで は 「よ く」21%,

「時 々 」67%で あ っ た の に対 し
,Cで は 「よ く」8%,

「時 々」55%で あ っ た
。 さ ら に 「買 物 や散 歩 に 出

か け る」 で も,「 よ く」 が グ ル ー プAで31%,C

で19%と 少 な か っ た 。

グ ル ー プAとCの 現 在 の 自覚 的 健 康 状 態 を比 較

す る と,グ ル ー プAはCよ り 目立 っ て 良 い も の で

あ った 。(表11)。HH"1得 点 を も とめ る 心 身 症 状

に 関 す る質 問項 目毎 に見 る と,全 部 の項 目で グ ル

ー プAに 比 べ てCで は
,健 康 度 の低 い 回 答 の割 合

が 高 か っ た 。 中 で も グ ル ー プAとCの 問 に差 違 の

大 き か っ た 項 目 は,「 疲 れ や す い」 に 「い い え 」

が グ ル ー プAで77%,Cで5%,「 風 邪 を ひ きや
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す い」に 「い い え」が グ ル ー プAで86%,Cで50%,

「食 欲 の な い こ とが あ る 」 に 「い い え」 が グ ル ー

プAで100%,Cで34%,「 頭 痛 の す る こ とが あ る 」

に 「い い え」 が グ ル ー プAで95%,Cで50%,

「寝 つ きが悪 い 」に 「い い え」が グ ル ー プAで86%
,

Cで37%,「 息 切 れ しや す い 」 に 「い い え」 が グ

ル ー フ.Aで95%,Cで24%,「 目 ま い や 立 ち くら

み を す る 」 に 「い い え」 が グ ル ー プAで95%,C

で50%,「 肩 こ りす る」 に 「い い え」 が グ ル ー プ

Aで65%,Cで34%,「 便 秘 す る」 に 「い い え」

が グ ル ー プAで72%,Cで29%,「 い ら い らす る

こ とが あ る」 に 「い い え」 が グ ル ー プAで95%,

Cで26%,「 ち ょ っ と した こ とで か っ とす る 」に 「い

い え 」 が グ ル ー プAで91%,Cで37%,「 ぼ ん や

り して 注 意 散 漫 」に 「い い え」が グ ル ー プAで93%,

Cで29%,「 ば く然 と し た不 安 感 」 に 「い い え」

が グ ル ー プAで100%,Cで26%,「 くよ くよす る

こ とが あ る」 に 「い い え」 が グ ルー プAで93%,

Cで29%,「 気 分 に波 が あ りす ぎ る 」 に 「い い え 」

が グ ル ー プAで93%,Cで26%,「 耳 が 遠 く な っ

た と思 う」 に 「い い え」 が グ ル ー プAで65%,C

で26%,「 腰 が 痛 む」 に 「い い え」 が グ ル ー プA

で65%,,Cで21%で あ っ た。

現 在 病 気 の治 療 の た め 通 院 して い る 人 の 割 合 は,

グ ル ー プAで52%に 対 し,Cで は74%と 高 か っ た。

「具 合 が 悪 くて寝 込 む こ とが よ くあ る 」 と 「時 々

あ る」 あ わ せ て,グ ルニ プAの2%に 対 しCで は

53%で あ っ た。一 方,「何 か 健 康 法 を実 践 して い る 」

と答 え た 人 は グ ル ー プAの55%に 対 し,Cで は

29%と 大 き な差 を示 した(表12)。 健 康 法 の 内 容

表12グ ループAとCの 健康法実践の比較

や ってい る や って い ない

グル ー プA
23

(54.8)

19

(45.2)

)

)

人

%

(

(

グ ルー プC
11

(29.0)

27

(71.0)

)

)

人

%

(

(

と して は 「散 歩,庭 仕 事,ヨ ガ な どの 身体 活(運)

動 」 を あ げ た 人 が グ ル ー プAで23人 中9人,Cで

は11人 中3人,他 に 「食 事 内 容 に気 をつ けて い る」

人 が グ ル ー フ.Aで6人,Cで は最 も多 い 回答 で11

人 中6人,「 睡 眠 を十 分 と る」 こ と を あ げ た 人 が

グ ル ー プAで4人,Cで0人,ま た 両 グ ル ー プ 間

で 差 の 大 きか っ た現 在 治 療 中 の病 気 と して は,心

臓 の病 気(A:5%,C:19%),胃 腸 の病 気(A

:5%,C:15%),糖 尿 病(A:5%,C:7%)

が あ げ られ た。

PGM得 点 を算 定 す る 生 きが い 感 に関 す る 質 問

項 目に対 す る グ ル ー プAとCの 回 答 を み る と,全

て の項 目で グ ル ー プAで はCよ り生 きが い感 に恵、

まれ て い る割 合 が 高 か っ た 。 中 で も グ ル ー プAと

Cで 差 違 の 大 き か っ た項 目 と して,「 歳 を とる に

つ れ て 物 事 が 悪 い 方 に向 か って い る よ うに 思 う」

に 「い い え」が グ ル ー プAで91%,Cで11%(「 は

い」 がAで0%:Cで42%),「 時 々孤 独 な 感 じが

す る 」に 「い い え」が グ ル ー プAで95%,Cで26%

(「は い 」 がAで0%:Cで53%),「 以 前 よ り さ さ

い な こ とで 悩 む」に 「い い え」が グ ル ー プAで100%,

Cで42%(「 は い」 がAで0%:Cで32%),「 歳

を とる につ れ て役 に た た な く な っ て い る」 に 「い

い え」 が グ ル ー プAで91%,Cで18%(「 は い」

がAで0%:Cで66%),「 心 配 事 が あ っ て 眠 れ な

くな る こ とが あ る 」 に 「い い え」 が グ ル ー プAで

93%,Cで37%(「 は い 」 がAで5%:Cで47%),

「人 生 は生 き る に値 し な い と感 じる こ とが あ る」

に 「い い え」 が グル ー プAで98%,Cで53%(「 は

い」 がAで2%:Cで18%),「 気 に な る こ とが 沢

山 あ る 」 に 「い い え」 が グ ル ー プAで93%,Cで

32%(「 は い 」 がAで0%:Cで47%),「 物 事 を

難 し く考 え て し ま う」 に 「い い え」 が グル ー プA

で93%,Cで40%(「 は い 」がAで2%:Cで32%),

「う ろ た え や す い 方 」 に 「い い え」 が グ ル ー プA

で100%,Cで47%(「 は い」がAで0%:Cで21%),

「歳 を とる につ れ て 遠 出 す る の が お っ く う」に 「い

い え」 が グ ル ー プAで77%,Cで18%(「 は い」

がAで14%:Cで66%),「 ひ ま な時 間 が 沢 山 あ っ

て た い くつ」 に 「い い え」 が グ ル ー プAで95%,

Cで55%(「 はい 」がAで2%:Cで32%)(表13),
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表13グ ループA,B,Cの 生 きがい感 テス トの1項 目「暇

な時間が たくさんあ ってたい くつ して いる」 に対す

る回答 の比較

いいえ 縫 髪静 は い

41グル ー プA

(95.4)
)3

1
⊥

・
2(

1(人)

(2.3)(%)

87グ
ルー プB(77

.0)

12

(10.6)

14(人)

(12.4)(%)

21グ ルー プC

(55.3)

5

(13.2)

12(人)

(31.6)(%)

「去 年 よ りず っ と元 気 」 に 「は い」 が グ ル ー プA

で58%,Cで13%(「 い い え」 がAで7%:Cで

58%),「 昔 に比 べ て 物 事 が 良 くな っ て い る よ うに

思 う」 に 「は い 」 が グ ル ー プAで74%,Cで32%

(「い い え」 がAで2%:Cで32%),「 若 か っ た時

と同 じ く らい 幸 せ 」に 「は い 」が グ ル ー プAで93%,

Cで32%(「 い い え」がAで0%:Cで29%),「 今,

体 の具 合 が 良 い」 に 「は い 」 が グ ル ー プAで88%,

Cで13%(「 い い え」 がAで5%:Cで58%),

「お 金 の こ とで 心 配 す る こ とが な い」 に 「は い 」

が グ ル ー プAで86%,Cで58%(「 い い え」 がA

で5%:Cで26%),「 毎 日の生 活 に生 きが い を感

じる 」 に 「は い 」 が グ ル ー プAで93%,Cで34%

(「い い え」}がAで0%:Cで24%),「 自分 に 自信

が あ る」に 「は い」が グル ー・一・一プAで88%,Cで5%

(「い い え」 がAで2%:Cで55%),「 自分 の や る

べ きこ と を う ま くや って き た」 に 「は い」 が グル

一 プAで84%
,Cで40%(「 い い え」 がAで0%

:Cで32%),「 友 人 や 身 内 の 者 と う ま くや っ て き

た 」に 「は い」が グ ル ー プAで98%,Cで68%(「 い

い え」 がAで0%:Cで11%)で あ っ た。

基 礎 体 力 を測 定 した 道 東 地 域 在 宅 高 齢 男 性 で,

グ ル ー プAに 属 した 人 は3名 と少 な い の で,Aに

非 常 に 近 い グ ル ー プBの2名(A')を 加 え て5

名(A+A')と グ ル ー プC8名 の 基 礎 体 力 を比

較 し た(表14)。 一 方 女 性 で は,グ ル ー プAに 属

し た 人6名 とAに 近 いB3名(A')に 対 し,C

に 属 し た 人 が10名 い た の で,両 者(A+A')と

Cの 比 較 を行 な っ た(表14)。 本 表 に 示 す よ う に

グ ル ー プA+A'の 男 性 は と膝 曲 げ運 動 に お い て,

グ ルー プCの そ れ よ り幾 分 優 れ て い る 傾 向 が あ っ

た も の の,大 きな違 い で は な か った 。 一 方,グ ル

ー プA+A'の 女 性 は グ ル ー プCの 女 性 に 比 べ て ,

膝 曲 げ運 動 で 優 れ て い る傾 向 が 示 唆 さ れ た 。

また1日 あ た り平 均 歩 行 数 は,測 定 者 に グ ル ー

プCに 属 す る男 女 が い な か った こ とか ら,グ ル ー

プA3名 と グ ル ー プB9名 の 道 東 在 宅 男 女 につ い

て比 較 を行 な った が,両 者 に は大 きな差 違 は認 め

られ な か っ た 。

表14道 東在宅高齢者 のグループA+A'と グループCの 基礎体力の比較

年齢 肥満度 体脂肪率 平均血圧 脈拍 平均握力 肺活量 膝曲げ運動

男 グ ルー プA+A'

(N=5)

グ ルー プC

(N=8)

(歳)

75.2

±2.1

73.3

±1.8

(%)

108.5

±4.6

105.0

±6.3

(%)

20.7

±2.4

21.1

±1.6

(mmHg)

96.1

±5.4

93.9

±7.9

(回/分)

66.8

±3.0

74.3

±3.2

(kg)

33.5

±2.4

32.9

±2.7

(mの

2892

±269

2611

±201

(回/20秒)

13.4

±0.9

10.0

±1.6

女 グル ー プA+A'

(N=9)

グル ー プC

(N=10)

69.8131.430.7

±1.1±4.0±2.0

71.8124.833.9

±1.4±5.8±2.0

110.174.6

±4.3±4.3

100.880.7

±3.9±3.4

22.11940

±O.8±144

22.41787

±1.4±112

14.3

±1.1

9.6

±1.4

4

注.平 均値 ±標準誤差,N二 被検者数(膝 障害のため膝曲げ運動 を行 えない人は0回 として計算 した)グ ループの分け

かたは本文 を参照
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(8)道 東 地 域 在 宅 高 齢 者 と札 幌 市 老 人 ク ラ ブ会

員,札 幌 市S地 区在 宅 高 齢 者 並 び に ス ポ ー ツ

教 室 参 加 高 齢 者 との 比 較

1984年 に我 々 が行 な っ た札 幌市S地 区 に居 住 す

る70歳 代 の 在 宅 高 齢 者 の調 査 結 果 で は,グ ル ー プ

Aに 属 した男 性28%,女 性17%,グ ル ー プCに 属

した 男 性11%と 女 性19%で,残 りは グ ル ー プBで

あ っ た(男 性61%,女 性64%)(森 谷 と福 地,1988)。

また1989年 に 行 な っ た ス ポ ー一ッ健 康 教 室 参 加70歳

代 男 女 の調 査 結 果 で は,グ ル ー プAに 属 した 男 女

28%,Cに 属 し た男 女5%,Bに 属 した男 女 が68%

で あ った 。 ま た1989年 か ら1990に か け て行 な っ た

札 幌 市 の 老 人 ク ラ ブ会 員 の70歳 代 男 女 の 調 査 結 果

で は,グ ル ー プAに 属 した 男 性 は14%,女 性 も14%。

グ ル ー プCに 属 した 男 性19%,女 性21%で 残 りは

グ ル ー プBで 男 性61%,女 性64%で あ っ た。 これ

らの 結 果 と比 較 す る た め に,道 東 在 宅 高 齢 者 の 中

で70歳 代 の男 女(男 性159名,女 性138名)を 選 び

出 した。HHIとPGM両 得 点 を算 出 で きた の は,

この297名 中146名 で あ っ たが,グ ル ー プAに 属 し

た 男 女 は19%,グ ル ー プCに 属 した 男 女 は20%で

あ っ た 。 残 りは グ ル ー プB(61%)。

次 い で70歳 代 道 東 在 宅 高 齢 者 男 女 の生 活 状 況 を

札幌市老人 クラブ70歳代会員並びに札幌市S地 区

70歳代在宅者 と比較 した。配偶者 との同居率 は男

性で81%,女 性70%で あ り,老 人クラブ会員の男

性82%,女 性18%,在 宅者の男性80%,女 性27%

に比べて,特 に女性で高い傾向にあった。テ レビ

・ラジオ視聴時間を道東在宅高齢者並びに札幌市

老人クラブ会員 と在宅高齢者で比較すると,1日

4時 間以内が道東在宅70歳 代男性で59%,女 性,

72%に 対 し,札 幌市老人クラブ会員男性75%,女

性66%,S地 区在宅男性では54%,女 性では47%

であった。残 りの人は1日5時 間以上の視聴時間

であったから,道 東在宅者の視聴時間は男性では

札幌市老人クラブ会員 とS地 区在宅者の中間で,

女性では短い傾向を示す といえよう(図5)。 読

書時間は道東在宅男女で札幌市老人クラブ参加男

女 よりも,さ らにS地 区在宅男女よ りも短い傾向

であった。男性が女性に比べて読書時間の長い傾

向は道東地域 ・札幌市で共通に認められた(図6)。

道東在宅者と札幌市老人クラブ会員 と在宅並 び

にスポーッ健康教室参加高齢者の自覚的健康状態

を表15に 示 した。70歳 代道東在宅者男性の自覚的

健康状態は 「非常 に良い」「良い」 と 「普通」を

合計 した健康 とみなせる人の割合が77%,一 方女
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表1570歳 代男女 の自覚的健康状態の比較

非常 に良い 良い 普通 やや不良 不良 合計
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性ではこの値が63%で,男 性に比べて女性で健康

とみなせる人の割合が低い傾向であった。「やや

不良」 と 「不良」 を合計 した値が男性24%に 対 し

女性は36%と 高かった。一方札幌市老人クラブ会

員男女で,「 非常に良い」「良い」 と 「普通」を合

計 した健康な人達が,男 性で66%,女 性で64%,

S地 区在宅者の男性では68%,女 性で58%で あり,

スポー ツ健康教室参加男性で は95%,女 性で も

95%で あった。従って,道 東地域在宅者の自覚的

健康状態は札幌市老人クラブ会員並 びにS地 区在

宅高齢者 にくらべ,あ まり大 きな違いはないとい

えるか もしれない。しか し 「不良」 と答 えた道東

在宅女性の割合は,札 幌市老人クラブ会員やS地

区在宅者に比べ高かった。またこれら三つのグル

ープは,ス ポーツ健康教室参加者の自覚的健康状

態に比べると明 らかに良 くないといえよう。

次いで道東在宅者 と老人 クラブ参加,S地 区在

宅並びにスポーッ教室参加の70歳 代男女の基礎体

力 を比較 した(表16)。 老人 クラブ会員,S地 区

在宅者では,グ ループAが グループCよ り基礎体

力の優れている傾向があったので,男 女 ともグル

ープAの 人々で比較を行なった。 しかし,道 東在

宅者 とスポーッ教室参加者では,グ ループAとC

の間に基礎体力の有意な差違が認められなかった

ので全体 として とり扱 った。表16に 示すように,

道東在宅男性の基礎体力は,S地 区在宅者グルー
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表1670歳 代男女の基礎体力比較

年 齢 平均握力 肺 活 量 膝曲げ運動

男 道東3町 住民(N=22)

老人 クラブ会員(N=4)

グルー プA

S地 区在宅者(N=12)

グループA

スポー ッ教室(N=8)

参加者

74.8(歳)

±0.5

73.5

±0.9

73.5

±0.5

73.4

±1.0

34.3(kg)2788(mの

±1.2±112

35.02610

±1.6±175

34.02474

±4.4±686

41.33008

±1.9±151

10.6(回/20秒)

±0.5

15.8

±1.1

11.2

±3.1

18.9

±0.7

女 道東3町 住民(N=57)

老人クラブ会員(N=6)

グループA

S地 区在宅者(N=7)

グループA

スポーッ教室(N=6)

参加者

73.8

±0.4

73.0

±0.9

74.9

±0.9

72.7

±0.8

21.4

±0.5

17.4

±2.3

21.0

±4.1

22.8

±1。8

1571

±56

1495

±137

1446

±285

2105

±82

11.3

±0.4

12.5

±0.8

8.8

±1.5

12.0

±2.6

注.平 均値 ±標準誤差,N=被 検者数

表17四 グループの高齢男女 の1日 あた り平均歩行数

平均年齢 7月 8月
4、 考 察

道 東在 宅 者

(N=28)

老 人 クラ ブ会 員

(N==25)

S地 区在 宅 者

(N=13)

ス ポー ツ教 室 参加 者

(N・ ・44)

74(歳)6667(歩)

74

78

69

±730

7440

±641

4874

±472

7443

±469

6969

±630

7450

±732

5414

±645

7395

±364

注.平 均値 ±標準誤差,N=被 検者数,道 東在宅者 は1991

年 にそれ以外の人々は1989年7月,8月 の値である

プAと ほぼ等 しい値であった。また道東在宅女性

では,特 に膝曲げ運動がS地 区在宅者に比べて優

れていた。

道東在 宅男女の6,7,8月 の平均歩行数 を

1989年7月 と8月 に測定 した札幌市老人クラブ会

員 とS地 区在宅の高齢者並びにスポーッ健康教室

参加者の1日 あた り平均歩行数 と比較 した(表17)。

道東在宅者の1日 あたり平均歩行数は老人クラブ

会員並 びにスポーッ教室参加高齢者の平均歩行数

よりは少ないものの,S地 区在宅者のそれより高

い傾向であった。

昭 和60年 国 勢 調 査 の結 果 に よ る と,根 室 支 庁 管

内 に お け る65歳 以 上 人 口 の 総 人 口 に 占 め る割 合 は

8.1%で,北 海 道 の9.7%,全 国 の10.3%に 比 べ て

低 い 値 で あ っ た 。 そ の後,平 成2年10月1日 現 在

で み る と,根 室 管 内 に居 住 す る 高 齢 者 の 割 合 は

8.1%か ら10.6%に 上 昇 して い る 。 同 管 内 の う ち

本 調 査 対 象 の 別 海 町 で65歳 以 上 人 口 の総 人 口 に 占

め る 割 合 は11.6%(全 人 口18,607人,65歳 以 上 人

口2,161人),標 津 町11.3%(全 人 口6,997人,65

歳 以 上 人 口792人),羅 臼 町9.8%(全 人 口7,751人

中65歳 以 上 人 口756人)で あ っ た(根 室 支 庁,根

室 支 庁 地 区社 会 福 祉 協 議 会,1991)。 一 方 札 幌 市

の65歳 以 上 人 口 の総 人 口 に 占 め る 割 合 は 昭 和60年

10月1日 現 在 で7.5%,平 成2年10月1日 現 在 で

9.2%で あ る 。 道 東3町 は い ず れ も平 成 元 年 に比

べ て2年 に は総 人 口 が 減 少 し,65歳 以 上 人 口が 増

え て い る 。

本 調 査 研 究 で は,根 室 支 庁 管 内 の 別 海 ・標 津 ・

羅 臼3町 に居 住 す る60歳 以 上 の 住 民556名 を生 活

・健 康 ・生 きが い に 関 す る質 問紙 調 査 の対 象 と し
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た。回答用紙 は380名 か ら郵送 されたが,質 問 に

関する項 目によっては回答欠損があ り,集 計 した

値は380ケ ースを下回る場合が しばしばあった。

道東3町 の高齢者の生活状況 を過年度に我々が

調査 した札幌市老人クラブ会員やS地 区在宅者 と

比較すると幾つかの特徴が認められた。平均同居

者数は道東在宅者では4.4人 であり,札 幌市老人

クラブ会員の3.3人 に比べて多い。一人暮 らし,

二人暮らしの人の占める割合 は8%,23%で 札幌

市老人クラブ会員の13%,37%に 比べて低 い値で

あった。子 ども家族 との同居が多い傾向(子 ども

と67%,孫 と55%が 同居 している。札幌市老人ク

ラブ会員では子どもと53%,孫 と35%が 同居 して

いた)が 認められ,そ の結果平均同居人数 を多 く

しているものと考えられる。

道東3町 在宅高齢者の平均テレビ ・ラジオ視聴

時間は,1日 あたり3時 間50分 で札幌市老人クラ

ブ会員の値3時 間43分 とほぼ等 しかった。新聞を

含めた平均読書時間は1時 間13分 で,札 幌市老人

クラブ会員の値1時 間49分 よ り短い傾向であった。

結果(8)道東在宅高齢者 と札幌市老人 クラブ会員,

S地 区在宅高齢者並びにスポーッ教室参加高齢者

の比較の欄に70歳 代男女について既述 したように,

テレビ ・ラジオ視聴時間と読書時間に短い傾向の

あることを示唆 している。この事実 は道東3町 で

現在でも仕事 を持ち(38%),若 い時 と同じよう

に毎 日朝から夕方 まで働いている(8%),勤 労

収入のある(27%)高 齢者が札幌市老人クラブ会

員やS地 区在宅者に比べて多いことと関係 してい

るかもしれない。(札 幌市老人クラブ会員では現

在 も仕事 をしている人13%,勤 労収入 のある人

5%で あった)

道東3町 在宅高齢者の自覚的健康状態 をみると,

男性に くらべて女性で 「やや不良」 と 「不良」の

割合が高かった(表4)。 札幌市老人 クラブ会員

のその値は男女で大 きな差が認められなかったの

に比べると,道 東男女在宅者の健康状態の男女差

は,厚 生省国民生活基礎調査の結果 と同じ傾向と

いえよう。心身の健康度 を表すHHI得 点にも男

女差があ り,女 性の値は男性の値より有意に高 く,

札幌市老人 クラブ会員のHHI得 点 と比較 しても,

男性では殆 ど同じ(35.6±0.61と35.3±0.47点)

なのに対 し,女 性では高い傾向であった(38.5±

0.86と36.9±0.52点)。

一方道東3町 在宅者の生 きがい感の男女差 は札

幌市老人クラブ会員で認められた程度の比較的小

さいものであった。生 きがい感の程度を表す。P

GM得 点でみると道東男性で30.5±0.62点(札 幌

市老 人 クラブ男性30.9±0.42),女 性 で32.3±

0.74点(32.1±0.45)で あった。

基礎体力測定の結果,道 東在宅者男女 ともに札

幌市老人 クラブ会員男女 に比べて,握 力値の高い

傾向 と逆に膝曲げ運動回数の低い傾向が認められ

たが有意差ではなかった。

また1日 あたり平均歩行数は道東在宅高齢者 と

札幌市老人クラブ会員で大 きな差違は認められな

かった。

健康 と生 きがい感に恵まれた幸せな高齢期を達

成 しているとみなされたグループAと その逆のグ

ループCと 両者に入らないグループBに 分けて分

布 をみると,道 東3町 在宅高齢者は札幌市老人 ク

ラブ会員に比較 して,男 性ではグループCに 属す

る人の割合が幾分小 さく(14%と17%),逆 にグ

ループAが 幾分大であった(23%と21%)。 女性

でもグループAに 属する人の割合が大きく(21%

と18%),グ ループCは 同程度であった(27%と

27%)。 全体 としてみた時札幌市老人クラブ会員

はS地 区在宅者に比べて,幸 せな高齢期の達成度

が高かった(森 谷 ら,1991)の で,道 東3町 在宅

者はこれらのグループよりもさらに幸せな高齢期

を達成 している入の割合が高いと推測できるだろ

う。 この際道東地域3町 の中で,標 津町は特に老

人 クラブ会員 として活動的な人を調査対象にして

いるので,標 津 を除いて2町 で見た。別海と羅臼

町のみでみても同様の傾向であった。 グループA

とCの 人々の生活状況 を比較する時,従 来の調査

で明らかになったことがら,例 えばグループAの

人々はCの 人々より活動的であり,街 に出かけた
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り,趣 味活動 を行なった り,習 いごとを行なった

り,健 康法を自分なりに実施 している割合が高か

った。また病気で通院 している人の割合はグルー

プAの 方がCよ り小 さかった。過去の職業歴や学

歴にはグループAとCの 間に,大 きな違いを認め

ることはで きなかった。現在の仕事内容では自営

業にグループAの 割合が高 く,働 く時間では 「大

体毎 日働 くが時間は1日4時 間以内」「たまに手

伝 う程度」の人達に相対的にグループAが 多 く,

グループCの 少ない傾向がみられた。
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